
間質性肺炎を合併している進行/再発胞肺がんに対して 

免疫チェックポイント阻害剤による治療で当院に入院・通院されていた方へ 

 

 

 このたび上記のご病気で入院・通院されていた患者さんのカルテ情報を用いた下記の

研究を実施いたしますので、ご協力をお願いいたします。 

 

１ 対象となる方 

 2016 年 1 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日までの間に、進行/再発肺がんと間質性肺炎

と診断され、免疫チェックポイント阻害剤を投与されている患者さん 

 

２ 研究課題名 

 間質性肺炎合併肺がんにおける免疫チェックポイント阻害剤の安全性と有効性を検

討する多施設後方視的研究 

 

３ 本研究の意義、目的 

肺癌に対する治療は日々、進歩を遂げており、様々なアプローチによりがん細胞を抑

える薬剤が数多く開発されています。なかでも、昨今患者さん自身の免疫機能を上げ、

がん細胞を攻撃させる免疫チェックポイント阻害剤という薬剤が注目を集めています。

しかしながら、間質性肺炎を合併している患者さんに対する抗がん剤治療は、間質性肺

炎増悪の可能性があります。そのため、間質性肺炎を合併している非小細胞肺がんの患

者さんに免疫チェックポイント阻害剤が投与されることは少なく、その安全性と有効性

は詳しく分かっていません。我々は、間質性肺炎を合併している肺がん患者さんも免疫

チェックポイント阻害剤の恩恵を受けられるのかどうかを明らかにすることを目的と

します。 

 

４ 本研究の方法 

 2016 年 1 月 1 日より 2020 年 12 月 31 日までの間に進行/再発肺がんと診断され、免

疫チェックポイント阻害剤を投与されていて、かつ間質性肺炎を合併している患者さん

の背景や治療および治療による副作用・効果など臨床情報を解析し、主に免疫チェック

ポイント阻害剤の安全性と有効性についての検討を行います。この研究は、患者さんの

臨床情報を用いて行われます。 

 

５ 協力をお願いする内容 

研究にあたっては、個人を直接特定できる情報は使用されません。また、研究発表時

にも個人情報は使用されません。その他、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指



針（文部科学省・厚生労働省）」および「同・倫理指針ガイダンス」に則り、個人情報の

保護に努めます。 

 

６ 本研究の実施期間 

病院長承認後〜2022年 12月 31日（予定） 

予定症例数 当院 3人、全体 200人 

 

７ プライバシーの保護について 

本研究で取り扱う患者さんの診療情報は、個人情報をすべて削除し、第三者にはどな

たのものかわからないデータ（匿名化データ）として使用します。患者さんの個人情報

と匿名化データを結びつける情報（連結情報）は、本研究の個人情報管理者が研究終了

まで厳重に管理し、研究の実施に必要な場合のみに参照します。また、研究終了時に完

全に抹消します。 

 

データ解析については、利益相反関係にある研究者自身は、原則として直接のデータ

解析には関与しないこととします。データ解析に関与する必要がある場合には、複数の

研究者が相互にデータをチェックできる体制で行うことします。本研究の調査対象の患

者さんで、調査に同意されない方はお申し出ください。 

 

８ お問い合わせ先 

〒060-8543 札幌市中央区南 1条西 16丁目 

札幌医科大学附属病院 呼吸器・アレルギー内科 

本院研究責任者 千葉 弘文 

本院研究分担者 高橋 守  

平日 TEL（011）611-2111 内線 32390（教室） 

休日・時間外 TEL（011）611-2111 内線 32450（11階南病棟） 

 


